
BBDディレーラィンを用いた母体心電消去回路に

よる腹壁誘導胎児心電信号からの胎児心拍計測

研究第工部穂塩』 軍』暢

〔協同研究者〕、．竹内康人

　　　　　（横河ヒ轟一レット・バッカード）・

．』最近開発された半導体デイレーライソを利用して，新

しい方式による母体腹壁誘導胎児心電信号胎児心拍数計』

を開発し，臨床実用化試験を行い良い結果を得たので報

告する。

　この信号（Abdominal　FECG）は，古くから採取，

観測，記録等はされたものの，臨床用の胎児監規装置に

は殆んど利用されなかった。そめ理由は，筋電等の妨害1

を受けやすい礁もあるが， 主として母体心電と胎児心電

が混在する中から胎児心電だけをトリガにかける信号処

理の難しさ，従って装置の複雑さ，によるもので，児頭

誘導，心音，・ドップラと進展をみせた胎児心拍数計の歴

史の上でも常に等閑に付されていたと言える。

　しかし最近直流からオーディオ周波数以上に及ぶ周波

数甑域の信号をアナログ値のまま相当長時間の遅延を実

現し得る集積回路が実用化され，これを用いるとAbd． 』

FECG僑号の中から母体心電Q　R　S区間だけを選択的に

除去し得る事がたしかめられた。

　この種の集穣化半導体デイレーラインには¢CD（電

荷転送素子）とヌ3BD〈バゲツ リレー素子〉参あるが，

生体信号の如き超低周波信号に縁後者の方が適してい

る。

　すなわち本題のAbd．FεCG信号処理襲置においては

（第1図），まず原信号から基線動揺を除去しまたハム

　　　　　　　　　　第1図

や筋電を抑圧するためゐバソドパス処理（10～45Hz程

度）を施した結果を問塵のBB　bヂィレーラィソに入力

する一方同じ信号を母体R波に合致したBP　F （10～20

Hz程度）を介して母体R波トリガ発生回路に入ガし母

　　　　　　　　　　　　　　　　　　体R波トリガパルスを得る。そしてBBDをう廻して来

た信号からこの母体R波トリガパルスにもとづいて母体

QR　Sに相当する区間を遷択的に信号通路を遮断する事

により除去する。そ砂結果残？た信号の中のスバイク状

成分はノイズでなければ胎児R波であるからこれを胎児一

R波馬のB　P　F（20～46Hz程度）とA　G　Cを介して通

常の心電トウガ発生回路に与えれば，母体R波と胎児R

波が重なった時に時折脱落を生ずるがとにかく胎児心電

トリガパルメを得る華ができ（第3図），これを周期選

択性を有する心拍演算装置に与えれば脱落を有する個所

は除去されて実用上十分なカルジオトコグラ ムを得る事

ができる（第2図A）。
”

　そこで演者らはより完全な心拍数図を得るために，脱

落を含む個所においては1つ先のトリガパル不まで待っ1』

て， 2つの拍間時間を合計した値t’から2／も’を演算し

て代用する機能を有する心狛数許を開発して用いた。勿

論通常の場合は拍間時間tから1〆tを算出する。；のよ

うにずると，1発の脱落のために前後2拍分のデータを

完全に失う礁は防正され，瞬時心拍データとして殆んど・

Block・diagram　of、our　sig駄al　processin言system、

1勘d。F邸
hp鵬ズ

B，P。F。

酌，1

B・PひF・　　　　　B．B．D．

幡・2　鳳ay・L㎞e 一◎　　　　　F・A㏄
酔跳》㎞

Clock
Osc8er

Peak－

trlgger　　　　　F■Ti鵜r

B．P．F．

No．3＝’　M響掬㏄ Peak甲

tτigger

F・trig．
’output

禽BPF－2憩γalsobeafterBH》
or　after　M卿blanker，

図＿T㎞r　■榊4ウ

　　　　M－trig．
　　　　output

一17一



日本総合愛育研究所紀要 第13集

支障ない補間健壼得資亭グでき拳く第2図b’）1』しがし　 第3図　Wavサform　und璽即cおsi血琴・

なが昏1／tと2／t噸難麺精断発生するためには 「1）r齢1購

条件の悪いみ部を除きいずれも心電心拍数図の良さを生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔2）理F－5曲tema1）output
かした拍々間変動がきれいに描記されたカルジオトコグ

この胎児心撒計は破水前の・ないUまさらに鵬発来（3）BPF2価ta・）。utput，（afterBBD）

前の待期中の産婦と胎児の精密な管理に特に有効である

式を用い，また心電心拍数図の特長を生かしたカルジオ　（4）悼blanker　switch　output

トコグラムが破水よりずっと前から得られるという畏所

もよく・また母体R波トリガ発生回路の前にも専用のA　〔5）Trigger　output

GCを用いた方が良い結果が得られた。その他詳細につ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11
いては改φて報告の予定である。
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　第2図　a
　CardlotocQgram　obtained

　by　our　system，case1

　（without2／t　interpolation）

　第2図 b－

Cardiotocogmm，case2
（wftガ2／セinterpolatiQn）
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